
カール·ロジャーズのクライアント中⼼療法
⾰新的な⼼理療法アプローチ：⼈間の成⻑と⾃⼰実現の可能性を信じる
詳細を学ぶ セラピストを探す
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クライアント中⼼療法の誕⽣
1 1940年

ミネソタ⼤学の会議でカール·ランサム·ロジャーズが⾰命的な治療理論を発表します。

2 理論の発展
⾮指⽰的療法、クライアント中⼼療法、クライアント中⼼アプローチなど、さまざまな名称で呼ばれるよ
うになります。

3 研究と確認
数⼗年にわたる研究で、あらゆる年齢層の個⼈、カップル、家族、グループを対象にこの理論の有効性が
確認されます。
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クライアント中⼼療法の基本原則
無条件の肯定的な関⼼
セラピストはクライアントを無条件に受け⼊れ、尊重します。

共感的な理解
クライアントの感情や経験を深く理解し、共感します。

真の関係性
セラピストとクライアントの間に本物の、協⼒的な関係を築きます。

⾮権威主義的アプローチ
個⼈の⾃⼰決定権と⼼理的⾃由を尊重します。
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⼈間観：活動的で⾃⼰調整する有機体
⼈間の本質
クライアント中⼼理論は、⼈間を活
動的で⾃⼰調整する有機体として捉
えます。この視点は、⼈を診断カテ
ゴリーに分類するアプローチとは異
なります。

現実化傾向
ロジャーズは、すべての⽣物が⾃ら
を維持し強化する固有の傾向によっ
て動機付けられると仮定しました。
この傾向は、⽣物のすべてのサブシ
ステム全体にわたって継続的かつ全
体的に機能します。

形成傾向
現実化傾向はより⼀般的な形成傾向
の⼀部であり、星、結晶、微⽣物や
⼈間の中で、より⼤きな秩序、複雑
さ、相互関係への動きとして観察で
きます。
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セラピストの役割と態度
信頼
クライアントの内なる資源
と成⻑の可能性を信頼しま
す。

共感
クライアントの感情や経験
を深く理解し、共感的な理
解を⽰します。

真正性
セラピスト⾃⾝が本物で、
オープンな態度を維持しま
す。

尊重
クライアントの⾃⼰決定権
と⼼理的⾃由を尊重しま
す。
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セラピストの成⻑と訓練
1

⾃⼰理解
セラピスト⾃⾝の感情や経験を深く
理解することから始まります。

2

態度の実践
共感、無条件の肯定的な配慮、真正
性などの態度を実際の関係の中で実
践します。

3

継続的な成⻑
クライアントとの関わりを通じて、
セラピスト⾃⾝も成⻑し続けます。
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クライアント中⼼療法の効果
対象 効果
個⼈ ⾃⼰理解の深化、⾃⼰受容の向上
カップル コミュニケーションの改善、相互理解の促進
家族 家族関係の改善、相互サポートの強化
グループ グループダイナミクスの向上、相互成⻑の促進
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クライアント中⼼療法の未来
現代社会における重要性
個⼈の⾃⼰決定権と⼼理的⾃由を尊重するクライアント中⼼療法は、現代
社会においてますます重要性を増しています。ストレスや不確実性が⾼ま
る中、⼈々の内なる資源と成⻑の可能性を信じるこのアプローチは、多く
の⼈々に希望をもたらします。

他のアプローチとの統合
クライアント中⼼療法の基本原則は、他の⼼理療法アプローチとも統合さ
れつつあります。この統合により、より包括的で効果的な治療法が⽣まれ
る可能性があります。

研究と発展
クライアント中⼼療法の効果に関する研究は今後も続けられ、新たな知⾒
が得られることが期待されます。また、オンラインセラピーなど、新しい
形態での適⽤も進んでいくでしょう。
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